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研究概要 

当教室では脊椎・脊髄に関する基礎的・臨床的研究を中心に行っている。基礎研究は臨床との関連性を重視しており，これま

でに電気生理学的脊髄モニタリング法の臨床応用，動物モデルを用いた腰部神経根性疼痛メカニズムの解明，細胞組織工学に

よる椎間板再生，骨形成タンパクと人工骨の脊椎固定術への応用，パッチクランプ法による疼痛伝達路の解明及び脊髄前角細

胞の電気生理学的作用の解明，脊柱靱帯骨化症に対する分子生物学的アプローチなどを行ってきた。長寿社会が達成された現

在，人々は生活の質の改善を求めており，運動器疾患の治療と撲滅は最重要課題とされている。われわれはこの社会的要求に

応えるべく，臨床面で現在，低侵襲手術の研究・開発にも力を注いでいる。また，形成外科・手の外科分野においても微小血

管外科やキーンベック病に関する報告を数多く行っている。 

 

以下にその詳細を列挙する。 

１． 脊椎外科に関連する基礎的並びに臨床的研究 

 脊椎内視鏡手術の技術開発と臨床応用に関する研究 

 脊椎内視鏡手術におけるナビゲーションシステムの応用に関する研究 

 脊柱靱帯骨化症関連遺伝子の解析 

 腰部脊柱管狭窄症の自然経過に関する疫学調査研究 

 腰椎椎間孔障害の補助診断法としての電気生理学的研究 

 脱出椎間板組織の吸収過程と神経因性疼痛の制御に関する研究 

 変性椎間板による神経因性疼痛発現機序とその制御に関する研究 

 パッチクランプ法を用いた脊髄内痛覚伝導路に関する研究 

 パッチクランプ法を用いた脊髄前角細胞に対する虚血負荷に対する検討 

 パッチクランプ法を用いた運動ニューロンの電気生理学的作用の研究 

 焼成骨（true bone ceramic, TBC）の脊椎固定材料としての有用性に関する研究 

 術中脊髄機能モニタリングに関する基礎的・臨床的研究 

２． 骨髄幹細胞による骨・靱帯・関節組織の再生に関する研究 

 培養椎間板細胞を用いた椎間板再生に関する研究 

 骨髄幹細胞を用いた脊椎固定術に関する研究 

 骨髄幹細胞を用いた靱帯再建術に関する研究 

３． 骨形成タンパク(0P-1)の臨床応用に関する研究 

 骨形成タンパクによる変性椎間板の再生と神経因性疼痛抑制に関する研究 

 骨形成タンパクによる脊椎固定術に関する研究 

４． その他 

 キ-ンベック病に関する臨床的研究 

 マイクロサージェリーを用いた機能再建術に関する臨床的研究 

 小児上腕骨顆上骨折の装具療法の研究 
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26. Asai Y, Yoshimura N, Tsutsui S, Teraguchi M, Oka H, Yamada H, Hashizume H, Minamide A, Nakagawa Y, Muraki S, Akune T, 

Yoshida M: Prevalence of modic changes in subjects with positive sagittal imbalance and its relationship to low back pain in a 

population-based cohort: The Wakayama Spine Study. 51th Scoliosis Research Society,  

Minneapolis, Minnesota, USA, 2015 

 

27. Iwahashi H , Yoshimura N, Hashizume H, Yamada H, Oka H, Shinto K, Ishimoto Y, Nagata K, Teraguchi M, Kagotani R, Muraki S, 

Minamide A, Nakagawa Y, Yoshida M Relationship between bony spinal canal stenosis and the prevalence of clinical symptoms of 

lumbar spinal stenosis –The Wakayama Spine Study, ISSLS Annual Meeting June 8-12, 2014, San Francisco, California, USA 

28. Sonekatsu M, Taniguchi W, Yamanaka M, Nishio N, Tsutsui S, Nishi H, Hashizume H, Nakatsuka T, Yoshida M：Interferon-gamma 

activates NMDA receptors in the dorsal horn of spinal cord．Society for Neuroscience 2015，2015.10.17-21，Chicago 

 

b) シンポジウム，学術講演等 

1. 吉田宗人：脊椎低侵襲手術の新しい治療戦略 第53階岡山県整形外科勤務医会教育研修会 岡山プラザホテル，岡山市（2015.1） 

2. 吉田宗人：腰部脊柱管狭窄症—疫学・自然経過を踏まえた治療法の選択 第124回和歌山臨床整形外科医会研修会 和歌山ビッグ愛，和

歌山市（2015.3） 

3. 吉田宗人：脊椎内視鏡下手術—更なる技術革新を目指して 第124回中部日本整形外科災害外科学会学術集会 ANAクラウンプラザホ

テル金沢，金沢市（2015.4）  

4. 吉田宗人：大正富山Award受賞記念講演—その後のStrategy—脊椎変性疾患とサルコペニア 第44 回日本脊椎脊髄病学会 福岡国際

会議場 福岡市（2015.4） 

5. 吉田宗人：脊椎内視鏡下手術—更なる技術革新を目指して 第 45 回関西ペインクリニック学会学術集会，大阪国際交流センター 大阪

市（2015.5） 

6. 吉田宗人：脊椎内視鏡下手術—更なる技術革新を目指して— 第21回西播磨整形外科医会学術講演会 姫路商工会議所，姫路市（2015.9） 

7. 吉田宗人：腰部脊柱管狭窄症—疫学・自然経過を踏まえた治療法— 第64 回東日本整形災害外科学会， ザ・セレ区トン福島 福島市

（2015.9） 

8. 吉田宗人：スポーツ選手の脊椎障害と治療戦略—内視鏡下手術も含めて— 第 14 回愛媛スポーツ研究会 えひめ共済会館 松山市

（2015.9） 

9. 吉田宗人：脊椎内視鏡下手術—更なる技術革新を目指して— 第54 回北海道脊椎脊髄疾患研究会 北海道大学医学部学友会館 札幌市

（2015.10） 

10. 吉田宗人：脊椎内視鏡下手術—更なる技術革新を目指して— 第 21 回日本最小侵襲整形外科学会 ステーションコンファレンス東京 

東京都（2015.11） 

11. 川上 守: 骨粗鬆症性椎体骨折の治療—われわれ脊椎ケアセンターでの取り組み. 第141回山口県整形外科医会特別講演,2015.2. 山口  

12. 川上 守: JOACMEQ、JOABPEQから学んだことと今後の展望. 第47回大阪脊椎外科フォーラム特別講演,2015.7. 大阪 

13. KawakamiM:Post operative infection. AOSpine Advances Course Sapporo 2015,2015.8. 北 海                                                 

道  



14. Kawakami M: Lumbar sacral fusion. AOSpine Advances Course Sapporo 2015.2015.8. 北海道 

15. Kawakami M: Geriatric Odontoid Fracture – Operate or Not. AOSpine Asia Pacific Interactive Course 2015, September 24-26, Hong 

Kong, 

16. Kawakami M:Acute TL Trauma with Radiological Compression and Neurology : When is  ‘Early Surgery‘ Mandatory : What is the 

Current Evidence. AOSpine Asia Pacific Interactive Course 2015, September 24-26, Hong Kong, 

17. Kawakami M:Osteoporotic TL Fractures with Neurology – A Surgical Algorithm. AOSpine Asia Pacific Interactive Course 2015, 

September 24-26, Hong Kong,  

18. 川上 守: 「分院」脊椎ケアセンターでの骨粗鬆症性椎体骨折の治療. 市整会学術・文化.2015.10.大阪 

19. 山田 宏：ディベート 後期高齢者変性すべり症：固定vs除圧，第44回日本脊椎脊髄病学会学術集会 2015.4.16-18博多 

20. 山田宏 吉田宗人 橋爪洋 南出晃人 中川幸洋 西秀人 岩崎博 筒井俊二 岡田基宏 中尾慎一 岡田紗枝 岩橋弘樹 岡敬之：腰

部脊柱管狭窄症の術後に遺残する腰痛の危険因子，第44回日本脊椎脊髄病学会学術集会 2015.4.16-18博多 

21. 山田 宏：腰椎椎間孔狭窄の診断と治療．大阪脊椎フォーラム 2014.１.1７ 大阪市 

 

22. 山田 宏：腰椎椎間孔狭窄の診断と治療．Evening Conference in 静岡 2014.2.6 静岡市 

23. 山田 宏：高齢者脊柱変形に対する新しい低侵襲手術．第4回連携登録医交流会 講演会  2015.2.12 和歌山市 

24. 山田 宏：脊柱変形に対する最新のミスト手術 －曲がった腰をまっすぐ伸ばすには？－．近未来研究会主催市民公開講座 2015.3.21 

大阪市 

25. 山田 宏：腰部脊柱管狭窄症の腰痛．神奈川脊椎脊髄研究会 2015.6.19 横浜市 

26. 山田 宏：成人脊柱変形に対する新しい低侵襲手術．大阪市立大学整形外科卒後研修セミナー 2015.7.17 大阪市 

27. 山田 宏：腰椎椎間孔部狭窄の診断と治療．第6回仙台難治性疼痛研究会2015.8.8 大阪市 

28. 山田 宏：Spine最新トピックス 成人脊柱変形に対するＭＩＳｔ．朝日醫學・医療セミナー Bone Masters Course IV 2015.9.6 大阪

市 

29. 山田 宏：ハンズオンセミナーXLIF technique: tips and pitfalls．日本腰痛学会 2015.11.14 東京 

30. 山田 宏：成人脊柱変形に対する新しい低侵襲手術．平成27年度大阪臨床整形外科医会 2015.11.28 大阪市 

31. 山田 宏：脊椎MIS Cadaver Seminar2015．2015.12.12-13 札幌市 

32. 橋爪洋、山田宏、南出晃人、中川幸洋、吉田宗人. ロコモ予防体操ビデオを用いた地域住民への介入効果の検証. 第 124 回中部日本整形

外科災害外科学会パネルディスカッション．2015.4.10−11,金沢 

33. 橋爪洋、吉村典子、山田宏、吉田宗人．脊椎加変性疾患の疫学指標ならびに運動機能との関連 ：The Wakayama Spine Study．第70

回日本体力医学会シンポジウム．2015.9.18−20，和歌山 

34. 橋爪洋、吉村典子、山田宏、岡敬之、寺口真年、岩橋弘樹、佐々木貴英、村木重之、阿久根徹、川口浩、中村耕三、南出晃人、中川幸洋、

田中栄、吉田宗人. 腰椎単純MRIは腰痛の原因をどこまで説明可能か？：The Wakayama Spine Study．第23回日本腰痛学会シンポジ

ウム．2015.11.14−15,東京 

35. 南出晃人、吉田宗人、山田宏、橋爪洋、中川幸洋、岡田紗枝．腰椎変性すべりを伴う腰部脊柱管狭窄症に対する病期分類の検討−病期別

からの内視鏡下除圧術の臨床成績．第124回中部日本整形外科・災害外科学会学術集会．2015. 4.10-11. 金沢市 

36. Akihito Minamide：【Instructional Course Lecture】20th Cervical Spinal Research Society Instructional Course Lecture．Surgical 

Techniques/Decision-Making In Cervical Spine Surgery - Cervico-Thoracic Junction Pathology – Radiculopathy. 2015. 12. 2. San 

Diego, CA, USA. 

37. 南出晃人．CBT挿入手技・OLIF手技．脊椎内視鏡/脊椎手術cadaver seminar 2015. 2015. 1.23. 和歌山市（和歌山県立医科大学内） 

38. 南出晃人．頚椎椎弓形成術－両開きと片開きの比較－.第9回NSG頚椎セミナー．2015.2.14. 名古屋市 

39. 南出晃人. 頚椎変性疾患に対する内視鏡下除圧術の適応と有用性. 第6回和歌の浦低侵襲頚椎外科セミナー. 2015. 6. 26-27. 和歌山市 



40. 中川幸洋 吉田宗人 山田宏 橋爪洋 南出晃人 西秀人 岩崎博 筒井俊二 中尾慎一 岡田紗枝 岩橋弘樹：内視鏡手術のEBMの

検証； MED システムを用いた脊椎変性疾患に対する除圧手術についての現状と未来．第 88 回日本整形外科学会学術総会 

2015.5.21-24、神戸 

41. 中川幸洋、吉田宗人、山田宏、橋爪洋、南出晃人、岩崎博、筒井俊二、高見正成、中尾慎一：MED 手術をゴールデンスタンダードにす

るために必要なもの．第18回日本低侵襲脊椎外科学会 2015.11.26-27、東京 

42. 中川幸洋：内視鏡アプローチにおける外科解剖．獨協医科大学脊椎外科カダバーセミナー2015、2015.1.24-25、宇都宮 

43. 中川幸洋 吉田宗人：腰椎椎間板ヘルニア・腰部脊柱管狭窄症に対する後方内視鏡下手術 Ortho Surgery Web Seminar 2015.2.26、和

歌山市 

44. 中川幸洋：MEL（内視鏡椎弓切除）の手技の基本と応用．第12回脊椎脊髄病研修コース 2015.4.18、博多 

45. 中川幸洋：腰椎椎間板ヘルニアに対する内視鏡下ヘルニア摘出術 -手術手技の基本とポイント．第6回和歌の浦低侵襲脊椎外科セミナー 

2015.6.27 和歌山市 

46. Kawai M：Microendoscopic posterior decompression for the treatment of degenerative lumbar and cervical spine, Beijing Integrative 

Medicine International Spine Minimally invasive forum, 2015.5.9, Huangyuan Hotel, China 

 

47. 岩﨑 博：腰部脊柱管狭窄症（椎間孔部狭窄を含む）に対する内視鏡下除圧術の実際. 第6回和歌の浦低侵襲脊椎外科セミナー, 2015.6. 

和歌山  

 

c) 全国学会 

1. 吉田宗人：高齢者に対し instrumentationは必要か？ー非固定術の立場からー. ﾊﾟﾈﾙﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝ 11  第88回日本整形外科学会学術総会 

神戸市（2015.5） 

2. 岡安 勤・下薗英史「脳性麻痺および麻痺性疾患の股関節脱臼に対するBarr変法の適応の限界について」岡安 勤ほか、第32回日本脳

性麻痺の外科研究会,2015.10.17.大阪市 

3. 川上 守、長田圭司、石元優々、北川智子、北田ゆかり、森下詔子、松岡淑子: 頚髄症手術患者の軸性疼痛についてー心理的因子は関与す

るのか？. 第44回日本脊椎脊髄病学会,2015.4.福岡 

4. 川上 守、長田圭司、石元優々、北川智子、北田ゆかり、森下詔子、松岡淑子: 頚椎後方除圧術をうけた頚髄症患者の軸性疼痛について. 

第88回日本整形外科学会,2015.5.兵庫 

5. 安藤宗治、玉置哲也、麻殖生和博、峠 康：頸椎椎弓形成術におけるC5麻痺予防のモニタリング．第45回日本臨床神経生理学会、2015.11.

大阪 

6. 安藤宗治、玉置哲也：脊椎脊髄手術におけるMEPモニタリングのpitfall．第45回日本臨床神経生理学会、2015.11.大阪 

7. 安藤宗治：エキスパートレクチャー7（術中脊髄機能モニタリング）第45回日本臨床神経生理学会、2015.11.大阪 

8. 安藤宗治：Usefulness of skin adhesive, 2-octyl-cyanoacrylate prevention of surgical site infection in spinal surgery. 第22回日本脊

椎・脊髄神経手術手技学会、2015.9. 東京 

9. 安藤宗治、玉置哲也、佐々木俊二、麻殖生和博、福井大輔、寺口真年、吉田宗人：経頭蓋電気刺激・筋誘発電位を用いた脊髄機能モニタ

リングのpitfall．第44回日本脊椎脊髄病学会学術集会 2015.4.16-18. 博多 

10. 安藤宗治、玉置哲也、佐々木俊二、麻殖生和博、福井大輔、寺口真年、吉田宗人：経頭蓋電気刺激・筋誘発電位を用いた脊髄機能モニタ

リングの注意点の検討．第88回日本整形外科学会学術総会 2015.5.21-24. 神戸 

11. 安藤宗治、玉置哲也、松本卓二，麻殖生和博：脊髄モニタリングを利用した胸椎椎間板ヘルニア後方摘出術．第 50 回日本脊髄障害医学

会 2015.11.19-20. 東京 

12. 山田 宏 吉田宗人 Sp橋爪 洋 南出晃人 中川幸洋 西 秀人 岩崎 博 筒井俊二 中尾慎一 岡田紗枝：XLIFに左側臥位によ

る右側アプローチは危険か？ -腹部MRI study-．第5回日本成人脊柱変形学会 2015.3.7 東京 

13. 山田 宏 吉田宗人 橋爪 洋 南出晃人 中川幸洋 西 秀人 岩崎 博 筒井俊二 中尾慎一 岡田紗枝：高齢者脊柱変形に対する

低侵襲手術 －後方手技の違いによる比較：XLIF+PPS V.S. XLIF+Open－．第5回日本成人脊柱変形学会 2015.3.7 東京 



14. 山田宏 吉田宗人 橋爪洋 南出晃人 中川幸洋 西秀人 岩崎博 筒井俊二 岡田基宏 中尾慎一 岡田紗枝 岩橋弘樹 岡敬之：腰

痛を伴う腰部脊柱管狭窄症には固定術という治療戦略には再考が必要である．第44回日本脊椎脊髄病学会 2015.4.17 福岡市 

15. 山田 宏 吉田宗人 橋爪 洋 南出晃人 中川幸洋 西 秀人 岩崎 博 筒井俊二 岡田基宏 中尾慎一：腰部脊柱管狭窄症に伴う

腰痛は脊椎内視鏡手術で改善が期待できる．第88回日本整形外科学会学術総会 2015.5.21 神戸 

16. 山田 宏 吉田宗人 橋爪 洋 南出晃人 中川幸洋 西 秀人 岩崎 博 筒井俊二 岡田基宏 中尾慎一：腰部脊柱管狭窄症の除圧

術後に遺残する腰痛の危険因子．第88回日本整形外科学会学術総会 2015.5.21 神戸 

17. 山田宏 吉田宗人 橋爪洋 南出晃人 中川幸洋 西秀人 岩崎博 筒井俊二 中尾慎一 岡田紗枝：腰椎側方進入手術の左側臥位・右

側アプローチにおける下大静脈損傷リスク評価．第30回日整会基礎学術集会 2015.10.22 富山市 

18. 山田 宏 吉田宗人 橋爪 洋 南出晃人 中川幸洋 岩崎 博 筒井俊二 高見正成 中尾慎一 籠谷良平：われわれが経験した

XLIF固有と考えられる合併症．第18回日本低侵襲脊椎外科学会学術集会 2015.11.27 東京 

19. 山田 宏 吉田宗人 橋爪 洋 南出晃人 中川幸洋 岩崎 博 筒井俊二 高見正成 中尾慎一 籠谷良平：XLIF による成人側弯症

の治療成績．第18回日本低侵襲脊椎外科学会学術集会 2015.11.27 東京 

 

20. 橋爪洋、山田宏、吉村典子、岡敬之、石元優々、長田圭司、寺口真年、籠谷良平、浅井宣樹、宮崎展行、吉田宗人．ロコモティブシンド

ロームと腰痛、膝痛、身体能力との関連．第88回日本整形外科学会学術総会 2015.5.21−24、神戸市 

21. 橋爪洋、吉村典子、山田宏、岡敬之、岩橋弘樹、佐々木貴英、石元優々、長田圭司、寺口真年、籠谷良平、筒井俊二、浅井宣樹、曽根勝

真弓、神藤一紀、村木重之、阿久根徹、田中栄、川口浩、中村耕三、南出晃人、中川幸洋、吉田宗人. 一般住民における腰椎部傍脊柱筋

変性と脊柱矢状面バランスの関係 :The Wakayama Spine Study. 第44回日本脊椎脊髄病学会学術集会．2015.4.16-18、福岡市 

22. 橋爪洋、吉村典子、山田宏、岡敬之、岩橋弘樹、佐々木貴英、石元優々、長田圭司、寺口真年、籠谷良平、浅井宣樹、曽根勝真弓、神藤

一紀、出口剛士、村木重之、阿久根徹、田中栄、川口浩、中村耕三、南出晃人、中川幸洋、吉田宗人. 腰椎部傍脊柱筋と腸腰筋の性別・

年代別分布と腰痛との関連: The Wakayama Spine Study. 第44回日本脊椎脊髄病学会学術集会．2015.4.16-18、福岡市 
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66. 西山大介,松崎交作,山﨑悟,瀧口登,原田悌志, 山東茂樹：CT横断像を用い正射影ベクトルの内積を応用した大腿骨前捻角測定法の検討. 第

42回日本股関節学会学術集会, 2015.10.31大阪 

67. Ishimoto Y, Yoshimura N, Muraki S, Yamada H, Nagata K, Hashizume H, Minamide A, Oka H, Kawaguchi H, Nakamura K, Akune 

T, Yoshida M：Relation between lumbar spondylolisthesis and its association with symptomatic lumbar spinal stenosis in a 

population-based cohort: The Wakayama Spine Study．第44回日本脊椎脊髄病学会学術集会 2015.4.16-18博多 

68. 石元優  々 川上守 長田圭司 北川智子 森下詔子 松岡淑子：腰部脊柱管狭窄症患者の術後腰痛、手術満足度に術前心理尺度は関与す

るか？ 第44回日本脊椎脊髄病学会学術集会 2015.4.16-18博多 
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73. 長田圭司、石元優々、北川智子、北田ゆかり、森下詔子、松岡淑子、川上守：全脊柱X線や心理的評価も加えた一般健常者における、頚

部愁訴の特徴．第125回中部日本整形外科災害外科学会学術集会 名古屋 2015.10.2 

74. 福井大輔、川上 守、内木 充、井上 望、舛田浩一: 3μDCTを用いたラット腰椎椎間板切除後の構造学的変化の検討. 第30回日本整形

外科学会基礎学術集会,2015.10.富山  

75. 福井大輔、川上 守、内木 充、舛田浩一: ラット腰椎椎間板切除後の歩行以上に対するストレスの影響. 第30回日本整形外科学会基礎学

術集会,2015.10.富山 

76. 福井大輔、川上 守、内木 充、Koichi Masuda: ストレス負荷がラットの行動変化に及ぼす影響. 第23回日本腰痛学会,2015.11.東京 

77. 岩橋弘樹、吉村典子、橋爪洋、山田宏、岡敬之、石元優々、長田圭司、寺口真年、籠谷良平、浅井宣樹、曽根勝真弓、神藤一紀、出口剛、

村木重之、阿久根徹、川口浩、田中栄、中村耕三、南出晃人、中川幸洋、吉田宗人: 腰椎部骨性脊柱管形態の性別・年代別変化と臨床症

状との関連—The Wakayama Spine Study—第44回日本脊椎脊髄病学会学術集会 2015.4.16-18. 博多 

78. 佐々木貴英、谷口隆哉、阿部唯一、宮本選、岩﨑博、筒井俊二、曽根勝真弓、吉田宗人：大転子高位股に対して術中モニタリング併用下

に施行した人工股関節置換術の検討，第45回日本人工関節学会, 2015.2 福岡市 

 

79. 曽根勝真弓, 宮崎展行，阿部唯一，宮本 選，谷口隆哉，峰 巨，吉田宗人：成人化膿性股関節炎に対して二期的人工股関節置換術を行

った3例 Two-stage Total Hip Arthroplasty for Primary Septic Arthritis of the Hip in Adults．第45回日本人工関節学会，2015.2.28-29，

福岡 

80. 曽根勝真弓、谷口 亘、山中 学、西尾尚子、清行康邦、筒井俊二、中塚映政、吉田宗人：脊髄後角NMDA受容体のインターフェロン

-γによる活性化Interferon-γ activates NMDA receptors in the dorsal horn of spinal cord．第37回日本疼痛学会，2015.7.3-4，熊本 

81. 曽根勝真弓、谷口 亘、山中 学、西尾尚子、清行康邦、筒井俊二、中塚映政、吉田宗人：インターフェロン-γは脊髄後角でのNMDA

電流を増強するInterferon-γ enhances NMDA-induced inward currents in the dorsal horn of spinal cord. 第30回日本整形外科学会基

礎学術集会，2015.10.22-23，富山 

82. 曽根勝真弓、谷口亘、山中学、西尾尚子、筒井俊二、西秀人、中塚映政、吉田宗人：インターフェロン-γによる脊髄後角内microglia-neuron 

interaction活性化のメカニズム．第8回日本運動器疼痛学会，2.12-13，名古屋 

83. 神藤一紀，宮崎展行，阿部唯一，宮本 選，谷口隆哉，峰 巨，曽根勝真弓，吉田宗人：硬膜外チューブを用いた抗菌薬局所注入療法が

有効であった化膿性膝関節炎の一例，第7回日本関節鏡・膝・スポーツ整形外科学会，2015.6 札幌市 

84. 神藤一紀，阿部唯一，宮本選，谷口隆哉，峰巨，曽根勝真弓，吉田宗人：術前リドカインテストはTKA 術後満足度を予測可能か？，第

7回日本関節鏡・膝・スポーツ整形外科学会，2015.6 札幌市 

85. 神藤一紀，宮崎展行，阿部唯一，宮本選，谷口隆哉，峰 巨，曽根勝真弓，吉田宗人：持続硬膜外チュービングはTHA術後鎮痛に十分

か？，第45回日本人工関節学会, 2015.2 福岡市 

86. 小林祥、松山幸弘、川端茂徳、安藤宗治、寒竹司、高橋雅人、伊藤全哉、藤原靖、山田圭、和田簡一郎、木田和伸、山本直也、谷俊一：

高リスク脊椎手術におけるBr(E)-MsEP解析－日本脊椎脊髄病学会脊髄モニタリング・ワーキンググループ多施設研究－第44回日本脊

椎脊髄病学会学術集会 2015.4.16-18. 博多 

87. Fujiwara Y, Matsuyama Y, Kobayashi S, Saito T, Ando M et al. Surgical strategy for intramedullary spinal cord tumors based on the 

transcranial electrically stimulated muscle evoked potential monitoring: The JSSR prospective multicenter study. The 44th annual 

meeting of the Japanese Society for Spine Surgery and Related Research March 2015, Fukuoka 

88. Ito Z, Matsuyama Y, Ando M et al. How to prevent postoperative paralysis from thoracic ossification of posterior longitudinal 

ligament (OPLL) surgery-Nationwide multi-institutional study- The JSSR prospective multicenter study. The 44th annual meeting 

of the Japanese Society for Spine Surgery and Related Research March 2015, Fukuoka 



89. 小林祥、松山幸弘、川端茂徳、安藤宗治、寒竹司、伊藤全哉、藤原靖、山田圭、和田簡一郎、山本直也、谷俊一：高リスク脊椎手術にお

けるBr(E)-MsEP解析－日本脊椎脊髄病学会脊髄モニタリング・ワーキンググループ多施設前向き研究－．第88回日本整形外科学会学

術総会 2015.5.21-24. 神戸 

90. 藤原靖、松山幸弘、小林祥、伊藤全哉、山田圭、齋藤貴徳、川端茂徳、寒竹司、和田簡一郎、安藤宗治、谷俊一：経頭蓋刺激筋誘発電位

術中脊髄モニタリングを用いた脊髄髄内腫瘍摘出術の手術戦略－日本脊椎脊髄病学会多施設共同前向き研究－．第 88 回日本整形外科学

会学術総会 2015.5.21-24. 神戸 

91. 折田純久、大鳥精司、山下俊彦、米延策雄、川上 守、田口敏彦、菊地臣一、牛田享宏、中村雅也、高橋和久: 腰椎疾患における神経障害

性疼痛スクリーニングの現状と限界—脊椎関連慢性疼痛患者における神経障害性疼痛有病率調査サブ解析より. 第 44 回日本脊椎脊髄病

学会,2015.4.福岡 

92. 宮城正行、井上 玄、大鳥精司、石川哲大、鴨田博人、佐久間詳浩、西能 健、内田健太郎、川上 守、高橋和久、高相晶士:慢性椎間板

性疼痛の実験モデルを用いた病態に関する検討. 第30回日本整形外科学会基礎学術集会,2015.10.富山 

93. 峯玉賢和、川上 守、石元優々、長田圭司、北川智子、成川 臨、山本義男、左近奈菜: 腰部脊柱管狭窄症に対する理学療法後の手術の

有無での治療成績の比較 ~ 2 年間の前向き研究~. 第23回日本腰痛学会,2015.11.東京 

94. 原田 誠, 中根康博, 岩崎正文, 中村 智, 阿部唯一, 佐々木貴英, 吉田宗人：肩甲下筋内に発生した骨軟骨腫による coracoid 

impingementの一例．第42回日本肩関節学会 2015.10.10 仙台 

 

95. 藤原健太、中根康博、川上基好 柏木孝介、原田 誠, 岩崎正文：リバース型人工肩関節置換術を施行した一症例～困難事例より～．第

42回日本肩関節学会 2015.10.10 仙台 

96. 川上基好、中根康博、藤原健太、柏木孝介、原田 誠, 岩崎正文：リバース型人工肩関節置換術後リハビリテーションプロトコール．第

42回日本肩関節学会 2015.10.10 仙台 

 

d) 地方学会 

1. 安藤宗治、玉置哲也、佐々木俊二、麻殖生和博、福井大輔、寺口真年：術中脊髄機能モニタリングにおける経頭蓋電気刺激・筋誘発電位

の問題点の検討．第124回中部日本整形外科災害外科学会学術集会 2015. 4.10-11.金沢市 

2. 山田 宏 吉田宗人 橋爪 洋 南出晃人 中川幸洋 西 秀人：腰部脊柱管狭窄症に伴う腰痛は脊椎内視鏡手術で改善が期待できる．

第124回中部日本整形外科災害外科学会，2014．4.11, 金沢市 

3. 松本卓二、安藤宗治、佐々木俊二、坂田亮介、峠 康：60 歳以上女性の大腿骨近位部骨折における糖尿病患者の骨折型、年齢の検討と

HbA1cおよび空腹時血糖の比較検討．第124回中部日本整形外科災害外科学会学術集会 2015. 4.10-11.金沢市 

4. 松本卓二、安藤宗治、福井大輔、麻殖生和博、佐々木俊二：びまん性脊椎骨増殖症に合併した胸腰椎骨折における経皮的椎弓根スクリュ

ーを用いた脊椎後方固定術の検討．第124回中部日本整形外科災害外科学会学術集会 2015. 4.10-11.金沢市 

5. 中川幸洋 吉田宗人 山田宏 橋爪洋 南出晃人 西秀人：頚椎手術後の隣接椎間障害に対する頚椎内視鏡下手術．第124回中部日本整

形外科災害外科学会学術集会 2015. 4.10-11.金沢市 

6. 西 秀人：陳旧性頚椎脱臼骨折の1例 第16回和歌山救急・災害医療研究会 2015.11.21. 和歌山市  

7. 北野陽二,岩田勝栄,中村正亨,平一裕：当院における遠位茎腓腹皮弁の経験.和歌山県整形外科医会,2015/2,和歌山 

8. 北野陽二,岩田勝栄,平一裕：当院における逆行性腓腹皮弁の経験．第124回中部日本整形外科災害外科学会・学術総会,2015/4,石川 

9. 北野陽二：PILON骨折の検討．第16回和歌山救急・災害医療研究会,2015/11,和歌山 

10. 岩﨑 博, 山田 宏, 南出 晃人, 中川 幸洋, 筒井 俊二, 吉田 宗人: XLIFにおける術中神経モニタリング法 経頭蓋電気刺激筋誘発電位モ

ニタリング併用の試み. 第124回中部日本整形外科災害外科学会学術集会 2015. 4.10-11.金沢市 

11. 岩﨑 博, 山田 宏, 橋爪 洋, 南出 晃人, 中川 幸洋, 吉田 宗人: XLIFにおける神経合併症と神経モニタリングによる対策. 第125回中部

日本整形外科災害外科学会学術集会 2015. 10.2-3.名古屋市 

12. 高見正成、北野岳史、太田泰宏、辻本修平：腰椎分離すべり症に伴う椎間孔内遊離骨化病変に対し鏡視下手術で対応した1例．第124回

中部日本整形外科災害外科学会学術集会、2015.04、金沢 
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13. 高見正成、岡田基宏、延與良夫、岩崎博、西秀人、吉田宗人：連続しない離れた箇所で2か所の不安定型脊椎骨折を有する症例（floating 

spine）の検討．第16回和歌山救急災害医療研究会、2015.11、和歌山 

14. 阿部唯一 谷口亘 山中学 曽根勝真弓 西尾尚子 中塚映政 吉田宗人：脊髄前角細胞におけるGABAB受容体作動薬バクロフェンの

作用機序．第4回ニューロカンファレンス和歌山 2015.1 和歌山 

15. 岩田勝栄，北野陽二，中村正亨，平一裕：即時内固定を行った大腿骨骨幹部骨折に合併した脂肪塞栓症候群の1例．第16回和歌山救急・

災害医療研究 2015．11．和歌山 

16. 中村正亨：出血性ショックに至った大腿骨転子部骨折と安定型骨盤輪骨折を合併した3例．第16回和歌山救急・災害医療研究会,2015.11,

和歌山 

17. 石元優  々 川上守 長田圭司 松岡淑子：腰椎椎体間固定と腰椎椎間関節固定におけるCBT法による screwingの検討．第124 回中部

日本整形外科災害外科学会学術集会 2015. 4.10-11.金沢市 

18. 長田圭司、石元優々、中西一郎、大岩美嗣、川上 守: 腰部脊柱管狭窄症と鑑別が必要であった脳疾患の2例. 第445回整形外科集談会 

京阪神地方会,2015.2. 大阪 

19. 長田圭司、石元優々、川上 守：全脊柱X線や心理的評価も加えた一般健常者における、頸部愁訴の特徴. 第125回中部日本整形外科災

害外科学会,2015.10.愛知  

20. 長田圭司、石元優々、川上守：当院における軸椎骨折の小経験 ．和歌山救急・災害医療研究会 2015.11.21 

 

21. 平一裕 北野陽二 岩田勝栄 中村正亨：当院における指尖部切断再接着の治療経験．2015.１.15 和歌山MIOS 

22. 平一裕 北野陽二 岩田勝栄 中村正亨：当院における下肢開放骨折治療の現状と問題点．和歌山県整形外科医会,2015.2,和歌山 

23. 平一裕 北野陽二 岩田勝栄 中村正亨：当院における下肢開放骨折治療の現状と問題点．第124回中部日本整形外科災害外科学会学術

集会 2015. 4.10-11.金沢市 

24. 平一裕 北野陽二 岩田勝栄 中村正亨：当院における大腿骨ステム周囲骨折の治療経験．第 16 回和歌山救急・災害医療研究会 

2015.11.21. 和歌山市 

25. 岩橋弘樹 中川幸洋 吉田宗人 山田宏 橋爪洋 南出晃人 西秀人 岩崎博 筒井俊二 中尾慎一 岡田紗枝, 頚椎黄色靭帯石灰化症

に対する後方内視鏡下除圧術.第83回和歌山医学会総会,2015,7,和歌山 

26. 佐々木貴英 谷口隆哉 阿部唯一、宮本選 吉田宗人：高度外反変形を伴うシャルコー関節に対して人工膝関節置換術を行った1例, 和

歌山県整形外科医会 第25回学術集会,2015.2,和歌山市 

27. 佐々木貴英 谷口隆哉 阿部唯一、宮本選 吉田宗人：高度外反変形を伴うシャルコー関節に対して人工膝関節置換術を行った 1 例,第

124回中部整形外科災害外科学会  学術集会,2015.4金沢市 

28. 佐々木貴英、谷口隆哉、宮本選、谷口亘、吉田宗人：Metal-on-Metal人工股関節置換術後に発生したpelvic discontinuityを伴うARMD

に対し人工股関節再置換術を行った1例，第83回和歌山医学会総会，2015.7 和歌山市 

29. 前田 孝浩、石口 明、金川 建彦、三宅 悠介、井口 智揮、山田 宏：Persistent first intersegmental arteryを伴った環椎後頭骨

化症の一例．第83回和歌山医学会総会，2015.7 和歌山市 

30. 曽根勝真弓、谷口隆哉、阿部唯一、宮本 選、佐々木貴英、村上公英、吉田宗人、南 晋司、宮崎展行：感染人工股関節に対する二期的

人工股関節再置換術．和歌山県整形外科医会 第25回学術集会．2015.2.21 

31. 曽根勝真弓、谷口 亘、山中 学、西尾尚子、筒井俊二、中塚映政、吉田宗人：Interferon-gammaは脊髄後角ニューロンのNMDA受

容体を活性化する．第13回 整形外科痛みを語る会，2015.6.27-28，佐賀 

32. 曽根勝真弓、宮崎展行、宮本 選、谷口隆哉、谷口 亘、佐々木貴英、吉田宗人：股関節鏡視下関節形成術の小経験．第 83 回和歌山医

学，2015.7.5，和歌山市 

33. 出口剛士：高ALP血症を呈したが，診断が遅延した播種性骨髄癌症の1例. 第123回中部日本整形外科災害外科学会, 2015, 5, 石川 

34. 清水一希 石元優  々 川上守  長田圭司 松岡淑子 中尾慎一：CBT 法のスクリュールースニングによる椎弓根拡大が神経根障害を来

した一例．第446回整形外科集談会,2015.7．大阪 

 



e) その他(研究会等) 

1. 吉田宗人，山田宏，橋爪洋，南出晃人，中川幸洋，河合将紀，岩崎博，筒井俊二：脊椎内視鏡手術，股関節鏡，手関節鏡実習 和歌山県

立医科大学整形外科学教室 脊椎内視鏡cadaver seminar 2015（2015.1） 

2. 吉田宗人，山田宏，南出晃人，中川幸洋，岩崎博、筒井俊二、中尾慎一、河合将紀，坂根正孝，清水純人：腰椎模型を用いた脊椎後方内

視鏡手術実習． 第6回和歌の浦低侵襲脊椎外科セミナー（2015.6） 

3. 吉田宗人：ラジオ「痛いの・痛いの・飛んでけ！」 和歌山放送 月1回放送 

4. 吉田宗人：テレビ放映： 身体に優しい治療法とは？ー腰痛治療のスペシャリストたちー（2015.4.29） 

5. 岡安 勤：和歌山県における障害児の療育体制づくり 脳性麻痺から自閉症スペクトラムまで．ボイタ研究会,2015.9.5.京都市 

6. 川上 守: 本当は怖い腰痛の話. 紀北健康出前講座,2015.1. 橋下市 

7. 川上 守: 肩のこらない、肩こりの話.平成26年度 第11回紀北健康講座,2015.2. 紀北分院 

8. 川上 守: FBSS. メディカルレビュー社 座談会,2015.11.和歌山 

9. 安藤宗治、玉置哲也、麻殖生和博、福井大輔、寺口真年、伊庭信幸、吉益千恵：脊髄モニタリングを利用した胸椎後方侵入除圧術の検討．

脊髄機能診断研究会、2015．2．東京 

10. 安藤宗治、玉置哲也、麻殖生和博：脊髄機能モニタリングを用いた胸椎椎間板ヘルニアに対する後方椎間板摘出術の検討．第2回日本脳

脊髄術中モニタリング研究会 2015.9. 東京 

 

11. 安藤宗治：脊椎疾患に起因する疼痛とその治療法．整形外科セミナ－in和歌山市、2015.3. 和歌山市 

12. 安藤宗治：骨粗鬆症性脊椎椎体骨折に対する手術療法．和歌山河北地区骨粗鬆症勉強会 2015.9. 和歌山市 

13. 安藤宗治：Multimodal monitoringのすすめ．第1回術中脳脊髄モニタリングセミナー 2015. 8 枚方市 

14. 安藤宗治：脊椎脊髄疾患の画像診断と電気生理学的診断．第13回日本整形外科学会脊椎脊髄病医研修会 2015. 8東京 

15. 増田研一：スポーツ現場に於けるメディカルサポートの注意点①頭部外傷対策②準備物品と記録方法．和歌山県医師会主催日医認定健康

スポーツ医学再研修会．2015.2.7和歌山市 

16. 増田研一：スポーツ現場に於けるメディカルサポート．第28回耳原病院メディカルカンファレンス．2015.5.28大阪府堺市 

17. 増田研一：スポーツ現場に於けるリスク管理．平成27年度有田市学校保健協議会総会特別講演．2015.6.25和歌山県有田市 

18. 橋爪洋：和歌山放送（ラジオ）あなたを守る医療機器「ロコモティブシンドロームについて1-5」、2015年1月3、10、17、24、31日（各

10分間） 

19. 橋爪洋：運動器の10年・骨と関節の日 市民公開講座 教えてロコモ−寝たきりにならないために 「ロコモの原因と運動の効果につい

て」．2015.10.31、和歌山市 

20. 峠 康：一般演題：整形外科領域における痛風治療について．第5回和歌山痛風高尿酸血症研究会 2015.7.16ダイワロイネットホテル

和歌山 

21. 石口 明：市民健康講座 骨粗鬆症性椎体骨折 2015.7.田辺市 

22. 松本卓二、川上 守、安藤宗治、吉田宗人: 脊髄損傷患者に対するプレホスピタルケアとしてドクターヘリの有用性—極めて稀な幼児頚髄

離断の1例. 第16回和歌山救急・災害医療研究会,2015.11.和歌山市 

23. 南出晃人．第6回和歌の浦低侵襲脊椎外科セミナー 2015. 6. 26-27. 和歌山市 

24. 中川幸洋：獨協医大脊椎外科カダバーセミナー2015．2015.1.24-25、獨協医科大学、宇都宮東武ホテルグランデ 

25. 中川幸洋：脊椎内視鏡手術コース・技術講習．第13回脊椎脊髄病研修コース 2015.4.18、博多 

26. 中川幸洋：第6回和歌の浦低侵襲脊椎外科セミナー 2015.6.27 和歌山市 

27. 西 秀人：第4回 地域ふれあいフェスタいきいき健康講座テーマ「腰痛」 2015.12.4 御坊市 

28. 河合将紀：脊椎内視鏡下後方除圧術 ‐2500例の執刀経験から得たもの‐, 第７回奈良鏡視下手術スキルアップセミナー, 2015. 2. 21, 

厳橿会館, 奈良市 

29. 河合将紀：脊椎内視鏡下後方除圧術の基礎知識, 島根大学医学部整形外科学教室ミニレクチャー, 2015.3.9, 出雲市 



30. 河合将紀：内視鏡下腰椎椎間板ヘルニア摘出術（MED）ライブサージェリー, 第6回和歌の浦低侵襲脊椎外科セミナー, 2015.6.26-27, 和

歌山市 

31. 坂田亮介：関節リウマチって何？-早く見つけるために-.「運動器の 10 年・骨と関節の日」市民公開講座,2015.10.和歌山 

32. 筒井俊二、岩﨑博、芝崎裕順、山田宏、橋爪洋、南出晃人、中川幸洋、西秀人、中尾慎一、岩橋弘樹、吉田宗人： 経頭蓋電気刺激複合

筋活動電位記録による術中運動機能モニタリングにおける多連発刺激の有用性. 第36回脊髄機能診断研究会、 2015. 2. 東京 

33. 中根康博：いわゆる「五十肩」って何でしょう？和歌山市医師会 外科・整形外科部会．2015.2.14 和歌山 ビック愛  

34. 中根康博：『肩の治療』どこ診てどう治す！ファイザー社内勉強会．2015.5.27 和歌山 ファイザー社内 

35. 中根康博：『肩の治療』どこ診てどう治す！科研製薬 社内勉強会．2015.5.27 和歌山 県民文化会館 

36. 中根康博：『肩関節鏡視下手術』の潮流．角谷整形・須佐病院 合同勉強会．2015.7.10 和歌山 須佐病院 

37. 中根康博：リバース型人工肩関節置換術の現状．角谷整形外科病院リハビリ勉強会．2015.6.4 和歌山 角谷整形外科病院 

38. 中根康博：ラグビー競技に対する医学的安全対策．平成27年度和歌山ラ協会安全推進講習会．2015.4.18 和歌山 和歌山工業高校 

39. 中根康博：ラグビー競技における重傷事故予防．平成27年度和歌山ラグビー協会主催セーフティーアシスタント講習会．2015.7.4 和歌

山 和歌山工業高校 

40. 中根康博：1. スポーツ指導者に必要な医学的知識 2. ジュニア期の身体的特徴とスポーツ．日本体育協会主催 スポーツリーダー、ス

ポーツ少年団認定員養成講習会．2015.11.15 和歌山市 

 

41. 中根康博：1. スポーツ指導者に必要な医学的知識 2. ジュニア期の身体的特徴とスポーツ．日本体育協会主催 スポーツリーダー、ス

ポーツ少年団認定員養成講習会．2015.11.22  田辺市 

42. 中根康博：Reverse Total Shoulder Arthroplasty after failed Rotator Cuff Surgery．トルニエ社主催 リバース型人工肩関節シンポジウ

ム 2015.4.26 東京 

43. 中根康博：Lima社主催 SMR Reverse Shoulder Course in Europe講師出張．2015.1.17-24  スイス、イタリア 

44. 中根康博：Smith社 Shoulder Arthroscopy Cadaver Training 講師出張．2015.10.29-31 America, Boston  

45. 中根康博：Arthrex APAC Knee & Shoulder Arthroscopy Cadaver Training Course 講師出張．2015.12.12-14  

46. 高見正成：脊椎外傷 ‐胸腰椎編‐．第3回南和歌山整形外科外傷オープンカンファレンス、2015.08、和歌山 

47. 延與 良夫：腰痛における診断のピットホールと薬物療法．痛みの治療における最新の知見，2015.3 新宮市 

48. 阿部唯一, 谷口亘, 山中学, 曽根勝真弓, 西尾尚子, 中塚映政, 吉田宗人: 脊髄前角細胞における GABAB 受容体作動薬バクロフェ

ンの作用機序. 第３回ニューロカンファレンス和歌山, 和歌山, 2015.1.10 

49. 谷口亘、宮本選、谷口隆哉、阿部唯一、宮崎展行、吉田宗人 ： 人工股関節置換術患者における術後疼痛と破局的思考の相互関係につい

て  第12回運動機能傷害フォーラム和歌山 2015.7.18 和歌山 

50. 長田圭司、川上 守、石元優々、松岡淑子、森下詔子: 当院における軸椎骨折の小経験.: 第 16 回和歌山救急・災害医療研究会.2015.1.和

歌山市 

51. 平一裕 北野陽二 岩田勝栄 中村正亨：足関節脱臼骨折の１例．2015.6.27 紀南関節外科 

52. 山中学, 谷口亘, 曽根勝真弓, 岩橋弘樹, 筒井俊二, 中塚映政, 吉田宗人: 脊髄膠様質における TRPA1 の抗侵害性作用 −in vivo 

patch-clamp法を用いた解析―. 第36回脊髄機能診断研究会, 東京, 2015.2.7 

53. 神藤一紀，宮崎展行，阿部唯一，宮本 選，谷口隆哉，峰 巨，曽根勝真弓，吉田宗人：硬膜外チューブを用いた抗菌薬局所注入療法が

有用であった化膿性膝関節炎の一例，第14回和歌山最小侵襲整形外科(MIOS)フォーラム, 2015.1 和歌山市 

54. 神藤一紀，宮崎展行，阿部唯一，宮本 選，谷口隆哉，峰 巨 ，曽根勝真弓，吉田宗人：Forgotten Joint Score-12の有用性の検討，

和歌山整形外科医会，2015.2 和歌山市 

55. 神藤一紀，宮崎展行，宮本 選，谷口隆哉，峰 巨，谷口 亘，佐々木貴英，曽根勝真弓，吉田 宗人：Acromegalic Arthropathyに対

して人工股関節全置換術を行った1例，第83回和歌山医学会総会，2015.7 和歌山市 

56. 出口剛士：固定最下端で骨折を来たして再手術を要したびまん性特発性骨増殖症の１例. 第83回和歌山医学会総会, 2015, 7, 和歌山 



57. 泉尚史, 谷口亘, 西尾尚子, 清行康邦, 林正貴, 中塚映政, 吉田宗平, 吉田宗人: 脊髄前角細胞におけるキノホルムの興奮性シナプス伝達

増強作用. 第36回脊髄機能診断研究会, 東京, 2015.2.7 

58. 泉尚史, 谷口亘, 山中学, 曽根勝真弓, 西尾尚子, 中塚映政, 吉田宗平, 吉田宗人 : Clioquinolによる脊髄前角細胞の興奮性シナプス

伝達増強. 第３回ニューロカンファレンス和歌山, 和歌山, 2015.1.10 

 

 

≪受賞≫ 

安藤宗治：平成27年度労働者健康福祉機構優秀研究賞 

安藤宗治：平成27年度NPO法人和歌山国際脊椎先端技術開発研究会奨励賞 

 

研究費交付状況 

1. 厚生労働科学研究費補助金難治性疾患克服研究事業 分担研究者 吉田宗人：脊柱靱帯骨化症に関する調査研究 課題番号：H26-難治-

一般-038 

2. 日本医療研究開発機構研究費（AMED)長寿科学総合研究事業 分担研究者 吉田宗人： 膝痛・腰痛・骨折に関する高齢者介護予防のた

めの研究：大規模住民コホート (LOCOMO スタディ）の追跡 加齢による姿勢変化の要因と腰痛との関連 課題番号：

15dk0107005h0003 

3. 平成27年ふくしま医療福祉機器開発事業費補助券事業による国産脊椎内視鏡開発プロジェクト共同研究（株式会社JIMURO）吉田宗人：

日本人医師の手技に適した脊椎外科手術用内視鏡システムの開発 

4. 平成27年度科学研究費補助金（基盤研究(C)） 代表研究者 川上 守：椎間板変性モデルを用いた腰痛治療法の確立 

5. 平成27年度科学研究費補助金（基盤研究(C)） 代表研究者 山田 宏：地域住民コホート研究による腰部脊柱管狭窄症の自然経過の解

明 

6. 平成27年度科学研究費補助金（基盤研究(C)） 代表研究者 橋爪 洋：サルコペニアと脊椎アライメント変化に着目した運動機能低下

診断・予測ツールの開発 

7. 平成27年度科学研究費補助金（基盤研究(C)） 代表研究者 中川幸洋：脊椎脊髄手術時の神経機能モニタリングにおける新しい大脳刺

激法の開発 

8. 平成27年度科学研究費補助金（基盤研究(C)） 代表研究者 岩崎 博：低侵襲脊椎手術実現のための新しい機能診断方法の開発 

 

9. 平成27年度科学研究費補助金（基盤研究(C)） 代表研究者 筒井俊二：脊髄後角における顆粒球コロニー刺激因子がもたらす鎮痛作用

メカニズムの解明 

10. 平成27年度科学研究費補助金（基盤研究(C)） 代表研究者 .西 秀人：腰椎部脊柱管外病変に係る難治性疼痛のメカニズム解明と治療

法開発 

11. 平成27年度科学研究費補助金（基盤研究(C)） 代表研究者 中尾慎一：脊椎内視鏡手術のための次世代ナビゲーションシステムの開発 

12. 平成27年度科学研究費補助金（基盤研究(C)） 代表研究者 谷口 亘：前帯状皮質活性化が脊髄後角に下行性疼痛賦活系を形成するメ

カニズムの解析 

13. 平成27年度科学研究費補助金（基盤研究(C)） 代表研究者 西尾尚子：In vivo パッチクランプ法による鍼灸鎮痛メカニズムの解明 

14. 平成27年度科学研究費補助金（基盤研究(C)） 代表研究者 中塚映政：ソマトスタチンが関与する脊髄電気刺激療法のメカニズムの解

明 

15. 平成27年度科学研究費補助金（若手研究(Ｂ)） 代表研究者 岩橋弘樹：腰椎部発育性脊柱管狭窄の概念確立を目指す地域住民コホート

研究 

16. 平成27年度科学研究費補助金（若手研究(Ｂ)） 代表研究者 寺口真年：住民コホート研究の追跡調査による脊椎退行性変化の危険因子

と頚部痛・腰痛の解明 



17. 平成27年度科学研究費補助金（若手研究(Ｂ)） 代表研究者 籠谷良平：びまん性特発性骨増殖症の予後と脊椎椎体骨折との関連：住民

コホートの追跡 

18. 労働者健康福祉機構平成27年度病院機能向上のための研究 安藤宗治「腰部椎間孔部障害に対する非侵襲的術前機能診断法の確立」 

 

 


